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 プログラム期間は、1 クール 2 日間とし、隔週土曜日を
利用し、1回 5時間であった（表 1）。 
 











































































































































































 試行段階も含め 3 年間で 32 名の参加者が本プログラム
を体験した。今後は、参加者がプログラムを通して学んだ
知識や気付きを、いかに日常生活の中やその後の職場実習
等で取り組んでいけるかが課題となる。 
今後は所属校への事前訪問や事後訪問での聞き取り、プ
ログラム内での参加者の様子、アンケートの記述内容等か
ら、参加者の準備性の確認（参加の動機づけ）を高校側と
の連携の中で整理し、丁寧なプログラムへの導入が必要と
なる。そして、このプログラムが高校のカリキュラムや進
路指導の一部となり、実践できるよう、教育現場等にも働
きかけていきたい。 
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